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に２当量の PdCl2(PhCN)2 を反応させるとパラジウム二核錯体が生成した。 
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ム二核錯体の溶液中および固体での構造をそれぞれ NMR および単結晶 X 線構造解析により明らかにした。また、非
対称なアミノ－イミノフェノキシ配位子を持つパラジウム単核およびパラジウム二核錯体に関しても合成に成功し、
それらの構造を各種スペクトルより明らかにした。 
 以上のように、本論文はサマリウムとパラジウムに関して、２つの金属を近傍に保持できる新たな配位子の合成を
行ない、それらを支持配位子とする二核金属錯体の合成を系統的に行なうと同時に、サマリウム二核錯体を触媒前駆
体に用いた水素移動型還元反応において、対応する単核の錯体よりも反応性や選択制について優れていることを明確
に示したことは、錯体化学および合成化学の分野の発展に寄与するものであり、博士（理学）の学位論文として価値
のあるものと認める。 
